










要約:インスリン依存型糖尿病の少ない我が国では、地方都市には内分泌疾患を専門とす

る小児科医、まして小児糖尿病の専門医の存在は限られる。従って、患児達が日常通院し

ている施設にはそれぞれ数名程度しか同じ疾患をもつこどもがおらず、自分の糖尿病への

対応を相互に学び・工夫する情報か乏しくなりがちである。そこで自己管理能力の修得に

は、キャンプの健康的で安全な環境での楽しいレクレーションを通して、その対処法を学

ぶことか貴重な体験となる。また、療養指導の施設間の標準化は課題であり、今回は血糖

管理指標の標準化を検討した。


